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CHAPTER 01

なぜ福岡で起業するのか。
国家戦略特区、若い人口、アクセスの良さ。福岡は日本でいちばん「起業しやすい街」。

No.1 31% 15分

政令指定都市の
開業率（経済センサス）

15〜29歳人口比率
政令市の中で最高水準

福岡空港から
博多駅まで地下鉄で

A

国家戦略特区に指定
「グローバル創業・雇用創出特区」として2014年に指
定。法人税・規制緩和など起業家向けの優遇制度が用意さ
れています。

B

FGNを中心としたエコシステム
Fukuoka Growth Next（FGN）を拠点に、行政・金融機
関・先輩起業家が一体となった支援ネットワークが整備さ
れています。

C

低い生活コスト
家賃水準は東京の約半分。生活コストを抑えながらビジネ
スに集中できる環境が、ランウェイを長くしてくれます。

D

アジアへのゲートウェイ
ソウルや上海、台北まで飛行機で1〜2時間。アジア市場
をにらんだビジネスにとって地理的優位性は絶大です。

E

若く豊富な人材プール
九州大学をはじめ多数の大学・専門学校が集積。エンジニ
ア・デザイナー採用において他の地方都市にない厚みがあ
ります。

F

食・カルチャーの魅力
住みやすさは移住者・採用候補者にとって大きな魅力。
「来てもらえる、定着してもらえる」街であることは強力
な競争力です。
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CHAPTER 02

株式会社 vs 合同会社。
2つの会社形態、どちらを選ぶ？8項目で違いを比較してみましょう。

株式会社 合同会社

設立費用
約24万円〜
定款認証＋登録免許税ほか

約10万円〜
認証不要で大幅に安い

最低資本金 1円〜可能（実務的には数十万円〜） 1円〜可能（実務的には数十万円〜）

代表者の呼称 代表取締役 代表社員

意思決定
株主総会＋取締役会（任意）
機関設計の自由度は中

社員（出資者）の合意
機関設計の自由度は高い

利益配分 出資比率に応じて配当 定款で自由に決められる

信用度・知名度 高い（取引先・採用で有利） 徐々に向上中（Google日本法人等も採用）

決算公告の義務 あり（官報・電子公告など） なし

役員任期 原則2年（最長10年） 任期なし

こんな人は株式会社

上場・資金調達（VC・IPO）を視野に入れる／対外的
な信用度を最重視／株式を使った人材インセンティブを
設計したい。 

こんな人は合同会社

まずは少額・スピード重視で立ち上げたい／少人数で経
営／BtoC・受託・スモールビジネス志向のスタート
アップ。 

KABUSHIKI-KAISHA GODO-KAISHA / LLC
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CHAPTER 03

設立の全体フロー。
6つのステップに分解すれば、会社設立はもう難しくない。

01

会社の基本事項を決める
商号（会社名）、本店所在地、事業目的、資本金、決算月、発起人・役員、株式数などを決定。ここがすべて
の出発点です。

所要：1〜2週間

02

会社印鑑の作成
代表者印（実印）、銀行印、角印の3点セットが基本。商号確定後すぐ発注。ネット注文なら数日で到着しま
す。

所要：3〜7日

03

定款の作成・認証
会社の憲法とも言える定款を作成。株式会社は公証役場での認証が必須（合同会社は不要）。電子定款なら印
紙代4万円が不要に。

所要：1〜2週間

04

資本金の払い込み
発起人個人の口座に資本金を振り込み、通帳のコピーで証明書を作成。法人口座は登記完了後にしか開けない
点に注意。

所要：1〜3日

05

法務局へ登記申請
福岡法務局へ設立登記を申請。申請日が会社の「設立日」になります。完了までは1〜2週間が目安です。

所要：申請日＝設立日

06

設立後の各種届出
税務署（法人設立届）、福岡県税事務所、福岡市税務事務所、年金事務所、労働基準監督署・ハローワーク
（人を雇う場合）へ届出。

期限：設立から2ヶ月以内

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP

STEP
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CHAPTER 04

必要書類チェックリスト。
「足りない！」を防ぐ、設立登記までに揃える12のアイテム。

定款
株式会社は公証役場で認証必須。合同会社は認証不要。

発起人・役員の印鑑証明書
発行3ヶ月以内のもの。各1〜2通必要。

個人の実印
発起人および取締役就任予定者の実印。

会社の代表者印
法務局へ届出する印鑑。商号確定後すぐ作成。

資本金の払込証明書
発起人口座への振込記録のコピーと表紙を綴じる。

設立登記申請書
法務局所定の様式に基づき作成。本店所在地管轄に提出。

発起人決定書
本店所在地や設立時取締役などを発起人が決定した書面。

取締役の就任承諾書
就任予定の取締役全員から取得。

印鑑届書
代表者印を法務局へ登録するための届出書。

登録免許税の収入印紙
株式会社15万円〜／合同会社6万円〜。

登記事項を保存したCD-R/USB
OCR申請または磁気ディスク提出の場合。

本人確認資料
運転免許証・マイナンバーカード等。

!
意外と忘れがちなポイント
事業目的は「現在の事業」だけでなく「将来やる可能性のある事業」まで広めに記載しておくのが定石。後から
変更すると登記費用が再度発生します。

福岡会社設立ガイド
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CHAPTER 05

設立費用の目安。
最低限かかる「実費」を可視化。電子定款を使うと印紙代4万円が節約できます。

★ 知っておきたい節約ポイント

電子定款で印紙代4万円が0円に／登録免許税の軽減制度（地方創生支援等）が利用可能なケースあり／設立時の専門家報酬
は5〜10万円が相場（電子定款の費用負担を考えると依頼の方が安く済む場合も）。

株式会社 ¥242,000〜

定款認証手数料（公証役場） ¥50,000

定款の収入印紙（電子定款なら不要） ¥40,000

登録免許税（資本金×0.7% または15万円のいずれか高い方） ¥150,000〜

印鑑作成（3点セット目安） ¥5,000〜30,000

謄本・印鑑証明取得料（数通分） ¥2,000前後

KABUSHIKI-KAISHA (電子定款利用で¥202,000〜)

合同会社 ¥102,000〜

定款認証手数料（合同会社は不要） ¥0

定款の収入印紙（電子定款なら不要） ¥40,000

登録免許税（資本金×0.7% または6万円のいずれか高い方） ¥60,000〜

印鑑作成（3点セット目安） ¥5,000〜30,000

GODO-KAISHA / LLC (電子定款利用で¥62,000〜)

福岡会社設立ガイド
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CHAPTER 06

起業家が知るべき税金。
法人化したら必ず付き合うことになる、4つの主要な税金。

法人税（国税）

15〜23.2%

所得800万円以下の部分は軽減税率15%。それを超える部
分は23.2%が適用されます（中小法人）。

法人住民税

均等割 ¥71,000〜

赤字でも必ず発生する「均等割」と、法人税額に応じた
「法人税割」の2階建て。福岡市の標準的な均等割は年
7.1万円〜。

法人事業税

3.5〜7%

所得に応じて段階的に課税。福岡県に納付。事業税の支払
額は翌年度の損金に算入されます。

消費税

10%

資本金1,000万円未満なら設立から2期は原則免税。ただ
しインボイス登録を行うと初年度から課税事業者になりま
す。

個人事業 vs 法人 — 法人化の損益分岐は？

個人：所得税＋住民税＋事業税＋国保＋年金

法人：法人税＋住民税＋事業税＋（役員報酬で）所得税

法人化のメリットは節税だけではなく、社会的信用・採用力・資金調達面でも大きい

一般に、課税所得が700〜900万円を超えるあたりから、法人化したほうが税負担が軽くなるケースが増えてきます。これ
は個人の所得税が累進課税（最高45%）なのに対し、法人税は最大でも約23%にとどまるためです。 

• 

• 

• 
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CHAPTER 07

福岡市の支援制度。
行政が本気で起業を応援する街、福岡。使えるリソースをフル活用しよう。

★ まずはココから

「何から手をつけて良いかわからない」段階なら、まずはスタートアップカフェ（無料）に行ってみるのがおすすめ。会社設
立のフェーズに合わせて、必要な制度・補助金・専門家を紹介してくれます。

SUPPORT

Fukuoka Growth Next（FGN）

旧大名小学校跡地を活用した官民共働型のスタートアップ
支援施設。ワークスペース・メンタリング・イベントが集
約され、起業家コミュニティの中心地。

VISA

スタートアップビザ

国家戦略特区を活用した在留資格制度。最長1年間は経営
管理ビザの要件を満たさなくても起業準備が可能。海外起
業家の福岡進出を後押し。

FREE

スタートアップカフェ

天神に拠点を構える無料相談窓口。コンシェルジュが起業
の悩みに対応し、登記・税務・資金調達まで専門家相談に
つなぐワンストップ拠点。

SUBSIDY

福岡市スタートアップ支援事業

福岡市が実施する各種補助金・実証実験フルサポート事
業。「行政課題×スタートアップの技術」を組み合わせる
実証フィールドが用意されています。

TAX

法人市民税の減免・特区税制

グローバル創業・雇用創出特区の認定事業者が一定要件を
満たすと、法人税の所得控除（最大20%）など税制優遇
措置を受けられます。

NETWORK

九州・福岡発VC／エンジェル

F Ventures、ドーガン、QBキャピタル、福岡銀行系など
ローカルVCが充実。シード〜アーリーで地元投資家から
資金調達するルートが整っています。

福岡会社設立ガイド
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CHAPTER 08

設立後のNEXT STEP。
登記が完了したら、すぐに動きたい5つのアクション。

1
法人口座の開設
登記事項証明書・印鑑証明書を持って金融機関へ。福岡銀行・西日本シティ銀行・GMOあおぞらネット銀行など
が定番。スタートアップは複数行に申込んでおくのが安心です。

2
税務署・自治体への各種届出
法人設立届出書／青色申告承認申請書／給与支払事務所等の開設届を、設立から2ヶ月以内に提出。青色申告は欠
損金繰越などのメリットが大きく、必ず申請を。

3
会計ソフトの導入
freee／マネーフォワード／弥生会計などが定番。設立直後から記帳を始め、決算月までの全取引をクラウドに集
約しておくと税理士連携もスムーズです。

4
顧問税理士を探す
月額顧問料の相場は3〜5万円。スタートアップ支援に強い税理士は補助金・資金調達の助言までしてくれます。
AIやネット検索で顧問税理士を探すのも有効。

5
採用・労務の基盤づくり
社会保険の加入手続き、就業規則の作成（10名以上で義務）、雇用契約書ひな形の準備、勤怠管理ツールの選定
など、人を採る前に「箱」を作っておきましょう。

福岡会社設立ガイド
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はじめの一歩を、いっしょに。
このガイドブックは入り口にすぎません。実際の設立準備で迷ったときは、ぜひ
私たちに相談してください。福岡で起業するすべての人に、最短ルートをお届け
します。
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